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「小型囲いわな改良型」の組み立ての様子

【四国中央地区林業研究グループ】

　森林技術・支援センターでは、民有林支援の一環として、民国が連携

してニホンジカ食害の軽減を図ることを目的に、高知県四万十町及び愛

媛県四国中央市において、民有林関係者等を対象に、センターで開発し

た「小型囲いわな改良型」の現地講習を行いました。� 【詳細は2頁】
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
民
有
林

支
援
の
一
環
と
し
て
、
民
国
が

連
携
し
て
シ
カ
食
害
の
軽
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
高
知
県

四
万
十
町
及
び
愛
媛
県
四
国
中

央
市
に
お
い
て
、
民
有
林
関
係

者
等
を
対
象
に
、
セ
ン
タ
ー
で

開
発
し
た
「
小
型
囲
い
わ
な
改

良
型
」
の
現
地
講
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

七
月
二
四
日
、
四
万
十
町
折

合
・
桧
生
原
地
区
に
お
い
て
、

県
、
町
、
農
協
、
森
林
組
合
の

ご
協
力
の
も
と
住
民
の
方
々
に

集
ま
っ
て
頂
き
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

（
以
下
シ
カ
）
の
駆
除
と
小
型

囲
い
わ
な
改
良
型
の
設
置
方
法

等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

国
有
林
と
ふ
も
と
の
集
落
が

連
携
し
て
被
害
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
シ
カ
の
駆
除
を
行
う
た

め
、
軽
量
で
組
立
が
簡
単
な
小

型
囲
い
わ
な
改
良
型
に
つ
い
て

説
明
後
、
民
有
林
内
の
三
箇
所

に
試
験
的
に
設
置
し
ま
し
た
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高

く
、
上
流
に
位
置
す
る
国
有

林
で
も
シ
カ
捕
獲
試
験
を
実

施
す
る
こ
と
か
ら
、
上
下
流

で
の
効
果
的
な
捕
獲
に
向
け
、

今
後
と
も
十
分
意
思
疎
通
を
図

り
な
が
ら
取
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
の
様
子
に
つ
い

て
は
、
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

の
『
四
万
十
公
社
』
が
、
猛
暑

の
な
か
熱
心
に
取
材
し
、
町
内

に
向
け
て
放
映
し
て
く
れ
ま
し

た
。

 
民
国
連
携
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ

 

食
害
被
害
へ
の
取
組
！

　
　
～
民
有
林
支
援
の
一
環
と
し
て

　
　「
小
型
囲
い
わ
な
改
良
型
」
普
及
に
向
け

　
　
現
地
講
習
会
を
実
施
～

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

小
型
囲
い
わ
な
設
置
現
地
検

討
会
（
四
万
十
町
）

　

七
月
二
九
日
～
三
〇
日
、
愛

媛
県
四
国
中
央
市
役
所
三
島
施

設
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
、
「
平
成
二
六
年
度
四

国
中
央
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
研
修
会
」
に
、
当
セ
ン
タ
ー

が
招
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
四
国
中
央
市
長
及

び
林
研
グ
ル
ー
プ
の
代
表
で
あ

る
宇
摩
森
林
組
合
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
「
低
コ
ス
ト
造
林
へ
の

取
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

セ
ン
タ
ー
所
長
が
四
〇
分
に
わ

た
っ
て
研
修
講
師
を
務
め
、

　

①�

循
環
型
社
会
に
向
け
必
要

な
再
造
林

　

②�

諸
外
国
に
比
べ
非
常
に
高

い
造
林
コ
ス
ト
、
中
で
も

地
拵
～
下
刈
コ
ス
ト
の
ウ

エ
イ
ト
が
高
い
こ
と

　

③�

「
低
コ
ス
ト
造
林
」
に
向

け
た
全
国
の
研
究
動
向

　

④
コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及

　

⑤�

当
セ
ン
タ
ー
で
取
組
ん
で

い
る
シ
カ
食
害
対
策
（
小

型
囲
い
わ
な
の
開
発
・
普

及
、
シ
カ
食
害
防
止
ク

リ
ッ
プ
の
検
証
）

　

⑥�

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
に
よ
る

下
刈
省
力
化
試
験

等
に
つ
い
て
、
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

四
万
十
町
の
住
民
の
方
々
に
説
明
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国
有
林
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会
を
開
催

〈
企
画
調
整
課
〉

低
コ
ス
ト
造
林
へ
の
取
組
に
つ

い
て
の
説
明

　

当
地
域
は
、
香
川
県
・
徳
島

県
・
高
知
県
の
三
県
に
接
し
、

銅
山
川
流
域
を
中
心
に
古
く
か

ら
林
業
が
盛
ん
な
土
地
柄
で
、

東
側
（
徳
島
、
高
知
方
面
）
の

山
を
越
え
て
大
量
に
侵
入
し
た

シ
カ
に
よ
る
食
害
被
害
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
シ
カ
食
害
対
策

に
は
大
変
関
心
が
高
く
、
会
場

に
集
ま
っ
た
約
三
〇
名
の
林
業

者
の
方
々
も
熱
心
に
聴
講
し
て

い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
現
地
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
四
国
中
央
市

富
郷
中
尾
地
区
及
び
落
合
地
区

に
あ
る
住
友
林
業(

株)

の
社

有
林(

再
造
林
に
取
組
ん
で
い

る)

の
皆
伐
箇
所(

ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
八
〇
年
生)

を
視
察
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
当
セ
ン
タ
ー
の

「
小
型
囲
い
わ
な
改
良
型
」
の

設
置
方
法
等
に
つ
い
て
、
県
、

市
関
係
者
、
森
林
組
合
、
住
友

林
業
等
に
対
し
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

近
年
、
住
友
林
業
社
有
林
で

も
シ
カ
食
害
被
害
は
深
刻
に

な
っ
て
来
て
お
り
、
会
社
で
は

社
員
自
ら
狩
猟
免
許
を
取
得
す

る
な
ど
積
極
的
な
駆
除
に
努
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
当

セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
小
型
囲

い
わ
な
改
良
型
に
つ
い
て
、
非

常
に
関
心
が
高
く
林
研
グ
ル
ー

プ
の
方
々
共
々
、
説
明
後
、
実

際
に
組
立
て
を
行
い
、
改
良
・

工
夫
点
等
に
つ
い
て
熱
心
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
住
友
林
業

に
お
い
て
も
当
セ
ン
タ
ー
の
小

型
囲
い
わ
な
改
良
型
を
採
用
し

て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
当
セ
ン

タ
ー
と
し
て
も
大
変
有
意
義
な

研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
二
三
日
、
高
知
県
吾
川

郡
い
の
町
に
お
い
て
、
平
成

二
六
年
度
第
一
回
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
四
国
四
県
か
ら
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
一
六
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
浅
川
局
長
か

ら
四
国
の
国
有
林
の
特
徴
等
を

説
明
し
、
「
実
際
に
治
山
事
業

現
場
や
森
林
の
状
況
を
見
て
い

た
だ
き
、
国
有
林
や
森
林
に
つ

い
て
の
理
解
が
深
ま
る
勉
強
会

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
」
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
紹
介
、
嶺
北
森
林
管
理
署
か

ら
管
内
の
概
要
を
説
明
し
た

後
、
視
察
地
へ
向
か
い
ま
し

た
。

小
型
囲
い
わ
な
に
興
味
津
々

（
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
）

開
会
（
局
長
挨
拶
）
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瓶
ヶ
森
自
然
休
養
林

　

ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
教
職

員
を
対
象
に
し
た
研
修
会
「
森

林
環
境
教
育
サ
ポ
ー
ト
講
座
」

を
、
高
知
県
と
愛
媛
県
で
開
催

し
、
七
年
間
で
約
一
六
〇
名
が

受
講
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
数
年

は
募
集
し
て
も
受
講
者
が
定
員

に
達
せ
ず
、
各
学
校
に
直
接
出

向
い
て
参
加
要
請
を
行
う
な
ど

の
対
応
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
講
座
に
関
心
の
あ
る
先
生

方
の
ほ
と
ん
ど
が
受
講
さ
れ
て

い
る
た
め
、
今
後
の
実
施
の
あ

り
方
等
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
愛
媛
県

の
北
宇
和
郡
環
境
教
育
主
任
委

員
長
か
ら
森
林
環
境
教
育
の
実

施
要
請
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

「
サ
ポ
ー
ト
講
座
」
に
代
わ
り
、

今
年
度
は
、
研
修
会
と
し
て
、

七
月
二
九
日
に
愛
媛
県
鬼
北
町

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
北
宇

和
郡
内
の
小
学
校
の
環
境
教
育

主
任
等
八
名
の
先
生
方
の
参
加

に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の

主
な
活
動
、
森
林
環
境
教
育
の

重
要
性
と
森
林
の
機
能
に
つ
い

て
説
明
し
た
後
、
当
セ
ン
タ
ー

が
教
科
書
補
完
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
作
成
し
た
、
空
飛
ぶ
種

子
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
の
二
種
類

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

「
空
飛
ぶ
種
子
」
で
は
、
植

物
が
風
や
動
物
を
利
用
す
る
な

ど
、
様
々
な
方
法
で
種
子
を
散

布
す
る
こ
と
を
紹
介
し
、
ア
ル

ソ
ミ
ト
ラ
や
マ
ツ
、
ニ
ワ
ウ
ル

シ
等
の
模
型
を
自
分
た
ち
で
製

作
し
、
部
屋
で
飛
ば
し
た
り
、

ラ
ワ
ン
の
模
型
は
屋
外
に
出
て

教
職
員
の
方
々
を
対
象

に
森
林
環
境
教
育
研
修

会
を
開
催

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

最
初
の
視
察
地
は
、
治
山
事

業
実
施
箇
所
に
お
い
て
、
国
が

直
轄
事
業
で
行
っ
た
地
す
べ
り

対
策
工
事
に
つ
い
て
、
施
設
の

概
要
や
必
要
性
、
公
共
土
木
工

事
に
お
け
る
木
材
利
用
の
取
組

等
の
説
明
を
行
い
、
ア
ン
カ
ー

工
や
集
水
井
の
状
況
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
高
知
・
愛
媛
の
県
境

に
位
置
す
る
瓶
ヶ
森
自
然
休
養

林
（
氷
見
二
千
石
原
等
）
を
散

策
し
自
然
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
モ
ニ
タ
ー
の
方
々

は
、
各
視
察
箇
所
や
移
動
中
の

説
明
も
大
変
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
お
ら
れ
、
治
山
事
業
や
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
食
害
に
つ
い
て
等
、

活
発
に
質
問
や
意
見
を
述
べ
ら

れ
て
、
理
解
を
深
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会
参
加

者
の
皆
様

ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
の
主

な
活
動
等
の
説
明
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天
井
よ
り
も
高
く
飛
ば
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」

で
は
、
次
々
に
ユ
ニ
ー
ク
な
作

品
が
完
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
「
空
飛
ぶ
種
子
は
、
子
ど

も
達
と
や
っ
て
み
た
い
」
「
木

工
ク
ラ
フ
ト
の
木
を
使
っ
て
手

作
り
し
た
作
品
は
暖
か
み
が

あ
っ
て
、
と
て
も
気
に
入
り
ま

し
た
。
」
「
木
工
ク
ラ
フ
ト
を
手

作
り
ク
ラ
ブ
で
二
学
期
に
是
非

実
践
し
た
い
。
」
な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
実
施
内
容
等
に
検
討

を
加
え
、
今
回
の
よ
う
な
形
で

継
続
的
に
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

南
つ
る
ぎ
の
ニ
ホ
ン
ジ

カ
対
策
と
看
板
設
置

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

七
月
一
三
・
二
〇
日
、
徳
島

県
那
賀
町
次
郎
笈
の
南
斜
面

（
鎗
戸
国
有
林
一
三
五
林
班
）

に
お
い
て
、
南
つ
る
ぎ
地
域
活

性
化
協
議
会
が
主
催
し
た
シ
カ

食
害
防
護
ネ
ッ
ト
及
び
看
板
設

置
の
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「
お
ひ
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
三
日
が
二
〇
名
、
二
〇
日

が
一
六
名
で
、
協
議
会
構
成
員

の
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
剣
山
ク
ラ
ブ
の
会

員
の
他
に
、
協
議
会
の
呼
び
か

け
に
応
じ
た
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
も
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
当
署
か
ら
は
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
森
林
技
術
指

導
官
、
地
域
林
政
調
整
官
、
総

括
森
林
整
備
官
、
木
頭
・
海
部

首
席
森
林
官
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

一
三
日
は
、
あ
い
に
く
の
悪

天
候
と
な
り
、
強
風
の
た
め

ネ
ッ
ト
の
設
置
及
び
看
板
の
設

置
は
断
念
し
、
道
具
、
資
材
の

運
搬
と
ネ
ッ
ト
支
柱
の
設
置
作

業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
現
地

は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
が

進
ん
で
お
り
、
サ
サ
枯
れ
が
目

立
ち
、
シ
ダ
類
等
だ
け
が
残
存

す
る
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
対

策
が
急
が
れ
る
た
め
、
再
度

日
程
を
調
整
し
て
ネ
ッ
ト
張

り
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

仕
切
り
直
し
と
な
っ
た
翌

週
二
〇
日
に
は
、
次
郎
笈
山

頂
（
一
九
三
〇
ｍ
）
に
看
板

の
設
置
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
た

看
板
は
、
雷
に
撃
た
れ
る
等
破

損
が
激
し
く
、
ま
た
、
標
高
が

見
直
さ
れ
、
一
九
二
九
ｍ
か
ら

一
九
三
〇
ｍ
と
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
更
新
し
た
も
の
で
す
。
先

週
と
打
っ
て
変
わ
っ
て
の
初

夏
の
さ
わ
や
か
な
空
の
下
、
作

業
終
了
後
に
は
新
た
に
出
来
上

が
っ
た
看
板
を
囲
み
全
員
で
記

念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

種
子
模
型
を
飛
ば
し
て
い
る
先

生
方

木
工
ク
ラ
フ
ト
作
製
中

ネ
ッ
ト
支
柱
の
設
置
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夏
休
み
の
木
工
教
室

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

七
月
二
二
日
、
徳
島
市
の
住

吉
・
城
東
児
童
館
で
小
学
生
な

ど
二
一
名
を
対
象
と
し
た
森
林

教
室
「
写
真
立
て
づ
く
り
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

始
め
に
森
林
の
大
切
さ
に
つ

い
て
当
署
職
員
が
、
話
を
し
ま

し
た
。
小
さ
い
子
ど
も
が
多
い

の
で
、
徳
島
の
森
林
に
住
む
動

物
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
ク
イ

ズ
を
交
え
た
く
さ
ん
の
動
物
が

森
林
に
住
ん
で
い
る
の
は
、
な

ぜ
か
と
い
っ
た
こ
と
や
、
徳
島

の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
つ
い
て
話

を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
中

に
は
既
に
徳
島
に
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

子
も
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
子
ど
も
達
は
知
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
、
興
味
深
そ
う
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は

思
い
思
い
の
材
料
を
手
に
と
っ

て
作
品
作
り
に
取
り
か
か
り
ま

し
た
。
皆
、
写
真
立
て
の
ベ
ー

ス
を
す
ぐ
に
作
り
終
え
、
飾
り

の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
何
に
す
る

か
、
木
の
実
を
ど
れ
に
す
る
か

悩
ん
で
い
た
よ
う
で
す
が
、
時

間
が
進
む
に
つ
れ
、
太
い
枝
に

大
量
の
セ
ミ
を
作
り
飾
り
付
け

た
り
、
見
本
の
ト
ン
ボ
を
作
っ

て
み
た
り
と
、
大
胆
な
飾
り
付

け
を
す
る
子
が
い
ま
し
た
。
二

時
間
の
木
工
教
室
の
最
後
に
全

員
が
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
写
真
立
て
を
持
っ
て
記
念
写

真
に
写
り
、
皆
さ
ん
嬉
し
そ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
林
教
室
は
、
都
市

部
に
住
む
子
ど
も
達
に
と
っ

て
森
林
や
木
材
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
機

会
に
な
っ
た
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

当
署
と
し
て
は
、
「
国
民
の

森
林
」
で
あ
る
国
有
林
を
安
全

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
引
き

続
き
積
極
的
に
参
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

南
つ
る
ぎ
地
域
活
性
化
の
協
議

会
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

写
真
立
て
製
作
中

木
の
実
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
？

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
写
真
立
て
完
成
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「
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン

タ
ー
の
取
組
」

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
植
栽
に
よ
る

①
下
刈
省
力
化
試
験
効
果
の
検
証

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
と
は

　

森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種

セ
ン
タ
ー
が
約
六
〇
年
に
わ

た
っ
て
研
究
開
発
を
進
め
て
き

た
、
い
わ
ゆ
る
第
二
世
代
の
精

英
樹
で
す
。

　

第
一
世
代
の
精
英
樹
の
中
で

も
成
長
・
形
質
が
一
段
と
優
れ

た
木
を
選
抜
し
て
、
人
工
的
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
交
配
・

選
抜
を
繰
り
返
す
こ
と
で
作
り

出
さ
れ
た
特
別
優
秀
な
素
性
を

持
っ
た
苗
木
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
優
秀
な
苗
木
の
大
き
な

特
徴
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
格
段
の
成
長
の
早
さ

で
、
九
州
で
は
ス
ギ
苗
で
二
年

間
に
三
ｍ
成
長
し
た
実
績
が
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。
成
長
が
早

い
こ
と
か
ら
以
下
の
よ
う
な
育

林
コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
早
期
の
樹
幹
う
っ
閉
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
植
栽
密
度

を
下
げ
ら
れ
る
。

・
造
林
費
用
の
四
割
前
後
を
占

め
る
下
刈
り
作
業
回
数
を
半
分

程
度
に
軽
減
す
る
こ
と
に
も
期

待
で
き
る
。

　

加
え
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以

下
シ
カ
）
の
食
害
防
止
効
果
も

期
待
で
き
る
。

・
シ
カ
は
「
デ
ィ
ア
ラ
イ
ン
（
シ

カ
摂
食
線
）
」
と
い
わ
れ
る
口

の
高
さ
を
超
え
る
木
の
先
端
の

芽
（
頂
芽
）
は
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

デ
ィ
ア
ラ
イ
ン
に
到
達
す
る
期

間
を
短
く
で
き
る
こ
と
で
シ
カ

食
害
対
策
に
有
効
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

・
初
期
成
長
が
早
い
苗
木
で
あ

り
、
下
刈
の
刈
高
を
高
め
に
す

る
こ
と
で
、
シ
カ
が
寄
り
つ
き

難
く
な
る
こ
と
に
も
期
待
で
き

る
。

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
平

成
二
六
年
度
に
森
林
総
合
研
究

所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
関
西
育

種
場
と
連
携
し
て
、
高
知
中
部

森
林
管
理
署
杉
ノ
熊
山
国
有
林

と
安
芸
森
林
管
理
署
矢
筈
谷
山

国
有
林
の
造
林
地
に
、
ス
ギ
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
苗
木
と
比
較
対

象
木
と
し
て
ス
ギ
一
般
苗
木
を

植
栽
し
た
試
験
地
を
設
定
し

て
、
下
刈
り
の
省
力
化
の
可
能

性
と
シ
カ
食
害
対
策
に
資
す
る

た
め
に
は
、
ど
の
程
度
の
期
間

が
必
要
か
に
つ
い
て
検
証
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
造
林
地
全
体
に
は
シ

カ
防
護
ネ
ッ
ト
を
施
行
し
て
い

ま
す
。

【写真１】

　高知中部森林管理署

【杉ノ熊山国有林試験地概要】

　面積：0.56ha

　標高：680 ～ 1,050m

　方位：北西

　傾斜：20℃～ 45℃

【写真２】

　安芸森林管理署

【矢筈谷山国有林試験地概要】

　面積：0.59ha

　標高：400 ～ 530m

　方位：南

　傾斜：20℃～ 40℃スギエリートツリー



	 グリーン四国	 №1133	 2014（H26）８月号

― 8 ―

　

四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い

推
進
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所

は
、
高
知
県
四
万
十
市
西
土

佐
に
所
在
す
る
市
の
総
合
庁

舎
内
に
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
二
七
年
度
に
こ
の
総
合
庁

舎
を
取
り
壊
し
跡
地
に
、
仮

称
「
道
の
駅
（
西
土
佐
）
」

を
建
築
す
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
場
所
か
ら
愛
媛
県
側
へ

約
四
㎞
離
れ
た
旧
西
ヶ
方
小

学
校
跡
の
建
物
内
に
事
務
所

を
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、

九
月
か
ら
新
し
い
事
務
所
で

業
務
を
行
い
ま
す
。

　

新
し
い
住
所
等
は
次
の
通

り
で
す
。

　

な
お
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
は
、
現
在
と
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

【
住
所
】

〒
七
八
七
―
一
六
〇
二

高
知
県
四
万
十
市
西
土
佐

西
ヶ
方
五
八
六
番
地
二

【
電
話
】

〇
八
八
〇
―
三
一
―
六
〇
三
〇

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

〇
八
八
〇
―
三
一
―
六
〇
三
一

　

左
図
で
、
ピ
ン
ク
が
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
、
緑
が
第
一
世
代
精
英

樹
、
白
が
対
照
用
地
ス
ギ
で
す
。

　

そ
し
て
、
青
い
線
で
囲
っ
た

区
域
の
う
ち
赤
の
斜
線
部
が
無

下
刈
、
青
の
斜
線
部
が
初
期
の

一
回
か
二
回
下
刈
り
を
実
施
そ

の
他
の
区
域
は
、
通
常
の
下
刈

り
を
行
い
、
比
較
試
験
を
実
施

し
ま
す
。
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の

優
れ
た
成
長
が
、
下
刈
回
数
の

抑
制
や
シ
カ
食
害
対
策
に
ど
の

程
度
貢
献
で
き
る
か
に
つ
い
て

検
証
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
事
院
が
募
集
を
行
っ
た
、
本
年
度
の
国
家
公
務
員
健
康

週
間
の
標
語
に
つ
い
て
、
各
府
省
の
職
員
か
ら
応
募
の
あ
っ

た
五
，
六
五
七
点
の
中
か
ら
、
選
考
の
結
果
、
当
局
四
万
十

森
林
管
理
署
黒
尊
森
林
事
務
所
の
河
野
祐
希
氏
の
作
品
が
見

事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
減
ら
そ
う

　
　

心
の
ス
ト
レ
ス

　
　
　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
　
　
　

温
か
い
職
場

　

今
後
、
本
年
度
の
国
家
公
務
員
健
康
週
間
（
平
成
二
六
年

一
〇
月
一
日
～
七
日
）
に
ふ
さ
わ
し
い
標
語
と
し
て
、
平
成

二
六
年
度
国
家
公
務
員
健
康
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
の
紙
面
に
掲

載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

黒尊森林事務所
河野祐希氏


